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・ 本書の中心となるヨアンネス・クリマクスのギリシア語原典は、Joannes Climacus, Scala 
paradisi= J.-P.Migne(ed.), Patrogia Graeca, t.88.を使用している。それからの、引用箇所の略式
表記は、gr.(Gradus: 講話番号)の後に、コラム数と段落番号(ex. gr.1, 640C.)を記す。 
 
 
・ 『善き司牧者へ』のギリシア語原典は、 Joannes Climacus, LIBER AD PASTOREM= J.-
P.Migne(ed.), Patrogia Graeca, t.88 を使用している。それからの引用箇所の略式表記は、past.の
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1 PG 88, pp. 596-608; ET,HTM, xxxiv-xxxviii. 


































3 これは彼の修道生活における年齢であり、実年齢は 35 歳である。 
4 2 コリ.10:4 実際、私たちの戦いの武具は肉的なものではなく、神によって要塞を破壊することすらでき
るものである。 
5 I.e. the stomach. 










































9 出エジ 31:16 









































































13 2 コリ.11:12 さて私は、〔現在〕していることを〔今後も〕していくであろう。それは、私たちと同様
に誇りとすることがらを認めてもらう機会を狙っている者たちの、その機会を断ち切ってしまうためであ
る。 
14 ルカ. 8:16 さて、ともし火をつけてから、それを容器を使って隠したり、寝台の下の方に置く者はいな
い。むしろ燭台の上に置くものだ。そうすれば、〔家の〕中に入る者たちがその光を目にする〔ことがで
きる〕。 
15 詩.119:131 わたしは口を大きく開き、渇望しています。あなたの戒めを慕い求めます。 




















































































































18 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 
Russel, Paulist Press, New York/ Ramsey/ Tronto, 1982. p.2. 
19 Ibid.p.3. 







































22 創 28:12 すると彼〔ヤコブ〕は夢を見た。先端が天まで達する階段が地に向かって伸びており、しか
も、神の御使いたちがそれを上ったり下ったりしていた。 









































































25 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 
Russel, Paulist Press, New York/ Ramsey/ Tronto, 1982. p.6. 
26 Ibid. 
27 gr. 1, 633A.  
28 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 
Russel, Paulist Press, New York/ Ramsey/ Tronto, 1982. p.7. 
29 創 28:12 すると彼は夢を見た。先端が天まで達する階段が地に向かって伸びており、しかもそれを上っ
たり下ったりしていた。 






























Ⅰ. この世の断念(“Active Life”) 
 
31 Homilies on John 83, 5 , PG 59,454. 
32 History of the monks in Syria 27 , PG 82, 1484C.「魂の梯子」の像は、古代世界に拡散していった。以下を
参照のこと。 A.B.Cook, Zeus. A Study in Ancient Religion, vol.ii , Cambridge, 1925, pp.114-40 を参照。; 
E.Bertaud and  A.Rayez, ‘Echelle spirtuelle’, DS iv , 1958, cols. 62-86. 
33 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 
Russel, Paulist Press, New York/ Ramsey/ Tronto, 1982. p. 12. 
34 Brief Summary , 1161A,, p.291. 
35 gr. 27, 1105B. 
36 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 
Russel, Paulist Press, New York/ Ramsey/ Tronto, 1982. pp. 12-16. 
37 1 コリ 13:11 























15. – 17. 金銭欲 
(c) 非身体的な情念との闘い 




 (iii)  “Active Life=活動的生”のより高貴な徳の実践 
    24. 愚直 
    25. 謙遜 
     26. 識別  
Ⅲ. 神との一致(“Contemplative Life=観想的生”への変容) 
    27. 静寂 
    28. 祈り 
    29. 不受動心 



























照とがある。すなわち、前掲のスキーマ 1 をもとにこの書の構造40を、これも K.ウェアに依拠し
つつ、考察してみたい。 
Ⅰ(1-3) と Ⅲ(27-30) とが、そして、Ⅱ i (4-7) と Ⅱiii (24-26) とが比較対照されている。
そして、肉体的、物質的な情念に関する叙述である、Ⅱ ii b (14-17) は二つの比較対照となる項
は、非身体的な性質に由来する情念を叙述するそれぞれ六つの階梯、すなわち、Ⅱ ii a (8-13) と




39 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 
Russel, Paulist Press, New York/ Ramsey/ Tronto, 1982. pp.12-15. 
40 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 






*それぞれの階梯を、ここでは、強調のために、以下、Gradus 1、Gradus 2 等とイタリック体で表記する。 
 
Gradus 2 (超然) ：  Gradus 29 (不受動心) 
Gradus 4 (従順) ：  Gradus 26 (識別) 
Gradus 5 (悔い改め) ：  Gradus 25 (謙遜) 

























41 Introduction by K.Ware, John Climacus, The Ladder of Devine Ascent, translation by Colm Luibheid and Norman 
Russel, Paulist Press, New York/ Ramsey/ Tronto, 1982. p.10. 
42 Ibid. 
43 gr. 6, 796A. 
44 gr. 7, 804D-805A. 

























斂し聖霊降臨(使 2)や異邦人への霊の注ぎ(使 10:44 以下)を通して教会成立の原動力となる」もの
と理解し、「パウロにあってもこの霊に導かれる者はみな神の子であり、〔アッバ、父よ〕と呼ん













13 a] kai. lalou/men ouvk evn didaktoi/j avnqrwpi,nhj sofi,aj lo,goij avllV evn didaktoi/j 
pneu,matoj( pneumatikoi/j pneumatika. sugkri,nontejÅ  
 













15 o `de. pneumatiko.j avnakri,nei Îta.Ð pa,nta( auvto.j de. u`pV ouvdeno.j avnakri,netaiÅ   ti,j ga.r e;gnw nou/n 
kuri,ou( o]j sumbiba,sei auvto,nÈ h`mei/j de. nou/n Cristou/ e;comenÅ 
 


























1. 「この世の放棄― avpotagh, tou/ ko,,smou ―」とは何か 



























2 gr. 1,640A 
3 gr.1, 633 CD, 637 B; 641 B; gr.2, 656 B; gr.3, 664 C 
4 gr.3, 665 B; gr.2, 657 C. für Basilius cf. Hom, 12,16, MSG 31,421 A : Ein Schriff kann auch angesichts des Hafens 
untergehen.(一艘の船は港を直前にして沈没することさえあるのである) 

















修道院の兄弟たちに示し、その道行きをひたすら辿ることを促し、先導したのである。   























6 gr.26,1013 A. u.oe. evn me`n toi/j eisagome,noij -evn de` toi/j mevsoij -evn toi/j de` teleioij 
7 Brief an Johannes Climacus, MSG 88, 625A. avplanh/ a[nodon pro.j to.n qeo.n 

















































































11 gr.2, 656 C; gr.17,928 B; gr.26, 1084 D. 







































14 gr.1, 636D. 






































17 gr. 1, 636D. 
18  「また、浸礼者ヨハネの日々から今に至るまで、天の王国は暴力を加えられている。そして、暴力的
な者たちが、それを奪い取っている(マタ.11,12)」。 

























































































































































「pi,stij(信仰)は avpotagh,の母である。avga,ph は xenitei,a(亡命)にとっての磐石な土台を形づ
くり、希望は avprospa,qeia(離脱)を目指して近づいて行こうとする意志を開拓し補強する」30、
 
28 gr.1, 641C. 
29 Walter Völker, Scara Paradisi, eine Studie zu Johanness Climacus und zugleich eine Vorstudie zu Symeon dem 














































































36 gr.1, 633A.. 





































39 gr.1, 633C.  
40 Ibid. 
41 Ibid. 
42 gr.1, 633D. 
43 Ibid. 
44 gr.1, 633D.  






































48 gr.1, 641 B.. 
49 gr.1, 641 A.  
50 gr.1, 640 A 







































53 Johannes Climacus, Scala paradisi,Ⅵ, PG 88,793-797(ルイ・ブイエ、前掲書、pp223-225.) 










































































































































































































 この句を含むマタイの 8 章 18 節-27 節には「信従の物語」のエピソードが語られている。ま
た、並行箇所であるルカ 9 章 5 節-60 節と、全体としてその意味内容は一致する。クリマクスが







3 ルカ 9,62 



















して死者を葬ることの重要性に対しては、トビト記 6 章 15 節9等に示されている。律法において
は、非常に親密な家族を葬ることに関する義務は日々の祈りを捧げることに対する責務を何ら






















と母を葬る息子はわたしのほかにないのです。(トビト記 6:15 14)」 





































13 U.ルツ『マタイによる福音書(8-17 章)』小河陽訳、EKK 新約聖書註解、教文館、1997 年、pp. 44-45. 



















































































18 gr.2, 656A. 



































22 gr.2, 1064B. 
23 Ibid., 949B, 953C , 956AB. 
24 Ibid., 993A. 
25 Ibid., 1001D-04A . 
26 Ibid., 969A. 
27 Ibid., 901D. 
28 Ibid., 1089C. 
29 Ibid., 1092B. 
30 Ibid., 1132B.  
31 Ibid., 1068. 




































33 Apophth. Anthoy 5 (PG6.77A); Athanasius, Life of Anthony 56 (PG26.952A) 、Abba Isaak the Syrian, Mystic 
Treatises (50 and 188). 
34 De or,29,17 (391, 160-61). 
35 Cat. 2 (242). 
36 gr.2, 1069AB. 





































38 Ibid., 776A.  
39 Ibid.,841B. 




































41 gr.2, 656B. 
42 gr.2, 656CD. 
































































































題は、「De peregrinatione, sine de fuga mundi et ingressu religiosae vitae」であり、「巡礼、あるいは
この世から遁れ去ること、そして修道生活に入って行くこと」と標づけられている。このことは
説明を加えなければこの言葉の意を解することが難解であることの証左であろう。 
‘LIDDELL AND SCOTT1’で「xenitei,a」を繙くと、そこには「a living abroad」すなわち、「外国
に住むこと」と意味づけられている。また、’A Patristic Greek Lexicon’に拠れば、① 外国の地に
寄留すること、② 流刑にあって故国を追放されること、③ この世のあらゆる関わりを放棄して
 
1 Liddell, H. G./ Scott, R./Jones, H.S., A Greek-English Lexicon, 9 th ed., Oxford, 1940 (Supplement 1968), p.539. 
58 
 





























2 Cf. G.H. LAMPE, A Patristic Greek Lexicon, Oxford, 2000, p931. 
3 Archimandrite Lazarus Moore, Scala Paradisi, FABER AND FABER, London, 1959, p60. 
4 Saint Jean Climaque , L’échelle Sainte ,Traduction française par le P .Placide Deseille(Spiritualité Orientale 24) , 
Abbaye de Bellefontaine, Bégrolles-en- Mauges, 1978. 
5 Mönch Georigios Makedos, HEILIGER JOHANNES VOM SINAI KLIMAX oder DIE HIMMELSLEITER, Berg-
Sinai-Stiftung, Athen, 2000. 
6 大森正樹『祈りの系譜(7) ヘシカズム研究 ヨアンネス・クリマクス(1)』,『エイコーン』第 25 号,新世















































































9 gr.3, 664C. 







































12 gr.3, 665C. 




































14 gr.3, 664D. 
15 gr.3, 665A. 







































19 gr.3, 668C. 
20 Ibid. 
21 Ibid. 
































て言った。「私に従え。そして死人どもに彼らの死人たちを葬らせよ」(マタ 8 :22)と25。 
 
そして、この言葉の背後にはイエスの隠然たる命令が置かれている。 
   
「私〔を愛する〕以上に父や母を愛する者は、私に相応しくない。また私〔を愛する〕以上
 
23 gr.3, 668D. 
24 gr.3, 653C. 













































































29 gr.3, 668B. 








































31 gr.3, 669A. 
32 gr.3, 669B. 


















 旧約、新約聖書には 21 例の実夢が記されているという。宗教学者である河東仁はこれらを四
群に分立している40。それに拠れば、第一群は、夢のなかで神からの直接的な言葉が示される、
解釈不要の「託宣（伝言）夢」――アビメレクの夢(創 20 :3-7)、ヤコブの夢(創 28 :12-15)等。 
第二群は、他者による解釈を要する心像(イメージ)中心の「象徴夢」から成っている――ヨセフ
の夢(創 37 :5-8)、ソロモンの夢(王上 3 :5-15)等。第三群は、心像(イメージ)中心であるが、夢の
なかでは意味が言葉によって明かされることを特徴とする。したがってこれを「象徴夢」と区別
し「黙示夢」とする。これに属するのはダニエルの夢(ダニ 7 :1-28)のみであるが、外典をも視野
に入れれば、エズラの夢(エズ 11 :1-46)、ユダの夢(2 マカ 15 :12-16)等が存在する。第四群は、い
ずれも新約聖書に属し、神からの直接的な言葉が示され解釈不要の「託宣（伝言）夢」から成っ















39 gr.3, 669D. 
40 河東仁『聖書における夢の諸相』、日本宗教学会第 62 回学術大会紀要、2004 年. 








































41 gr.3, 672A. 










































































45 宮本久雄以下編『岩波キリスト教辞典』、岩波書店、2002 年、p.454. 

































































である。」(1 ヨハ 4:6 ) 
 
この「霊の識別」の力の中にこそ、神はその人の中に留まり、その人もまた神の中に留まって















示されているといえる｣大森正樹、『祈りの系譜(1)-ヘシュカスム研究 序論-』,『エイコーン』第 10 号,新
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